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河床間隙水，及び河川水の濃度分布を調べた．2010 年 4 月から 2012 年 8 月まで間に，月に 1 ～ 5 回の頻
度でこれらの水を採取し，窒素とリンの濃度を分析した．中央値に着目すると，溶存態窒素の濃度は，降水
（0.39 ～ 0.59 mg/l）よりも林内雨（0.60 ～ 0.67 mg/l）はわずかに高く，土壌水（1.92 ～ 2.93mg/l）はさ
らに高かったのに対し，地下水（0.13 ～ 0.07 mg/l），河床間隙水（0.23 ～ 0.31mg/l），及び河川水（0.20 
mg/l）は低かった．溶存態リンの濃度は，降水（0.003 ～ 0.004 mg/l）よりも林内雨（0.015 ～ 0.039 mg/l）
で顕著に高かったのに対し，土壌水（0.002 mg/l），地下水（0.001 ～ 0.002 mg/l），河床間隙水（0.001 
mg/l），及び河川水（0.002 mg/l）で低かった．懸濁態の濃度については，窒素もリンも林内雨で高く，河





















































人工林（約 30 年生）となっている．2009 年の植生
調査によると（芳賀，2011），コナラの樹高は 8 ～
18 m，胸高直径は 15 ～ 60 cm，立木密度は 800 本
/ha であった．チマキザサの稈長は 1 ～ 1.5 m，地
際直径は 0.4 ～ 1.2 cm，稈密度は 15 ～ 44 本/m2
であった．また，地形測量によると，流域内を流れ
る河川は流域の中央部に端を発し，流路長 227 m，
流路の高低差は 30.9 m，流路勾配は 10.2%，平均流


















に設置して採水した（ridge rain water と valley 
rain water；図 1）．尾根部では，採水期間は 2010
年 7 月 1 日から 2012 年 8 月 1 日までであり，採
水は月に 1 回の頻度で行った．ただし，2010 年 12
月から 2011 年 3 月まではタンクが雪に埋まってお
り，この間は降雨と雪が混在した 1 つの試料となっ
た．谷部では，採水期間は 2011 年 4 月 15 日から
2012 年 8 月 1 日までであった．採水は，積雪の無
い時期に 2 週間に 1 回の頻度で行った．ただし，2
週間間隔で採り始めたのは 2011 年 7 月 19 日から
であり，それ以前は調査中に降雨があった時のみ数
時間分の雨を採水した．また，2011 年 12 月 14 日










までの期間に，1 週間に 1 度の間隔で行った．
　林内雨は，それぞれ林冠がギャップとなっている
地点と林冠が閉鎖している地点の 2 カ所で採取し




た．採水は，積雪の無い時期に 2 週間に 1 回の頻




water）の深さ 10cm と 50cm において，それぞれ
テンションライシメータ（DIK-8390-11，大起理化
工業）を 2 本（#1 と #2）設置し，個別にシリンジ
で約 3 時間吸引することにより採取した．採水期
間は，2011 年 6 月 3 日から 2012 年 8 月 16 日ま
でであった．採水は，積雪の無い時期に 2 週間に 1
回の頻度で行うとともに，降雪のある時期に 1 回
だけ（2011 年 12 月 14 日）行った．
　地下水は，斜面下端の 2 カ所（CO groundwater
と YR2 groundwater）において，それぞれ深さ 1.6 
m，0.8 m で採取した．採水期間は，2011 年 4 月
28 日から 2012 年 8 月 16 日までであった．採水は
主に積雪の無い時期に，2 週間に 1 回の頻度で行っ
た．ただし，2012 年 2 月 16 日から 2012 年 4 月
26 日までは，積雪のある時期にも 1 週間間隔で採
水を行った．
　河床間隙水は，流路の中央部の 1 カ所（YS2 
hyporheic water）の深さ 10 cm において，テン
ションライシメータ（DIK-8390-11，大起理化工
業）を 2 本（#1 と #2）設置し，個別にシリンジで
約3時間吸引することにより採取した．採水期間は，
2011 年 6 月 3 日から 2012 年 8 月 16 日までであっ






4 月 19 日から 2012 年 8 月 16 日までであった．
採水は週に 1 回，主に無降雨時に行った．なお，


















オートクレーブで加熱分解（121oC で 30 分間）し
た後，1+16 塩酸（水 16：塩酸 1）を加えて pH を
2 ～ 3 に調整した．最後に，分光光度計（U1900，
HITACHI）を用いて，波長 220 nm の吸光度を測
定し，検量線に基づいて試料の濃度を求めた．DN
については，粒子保持能 0.7 μm の濾紙（GF/F, 
Whatman）で濾過後，TN と同様の方法を適用した．
PN は，TN から DN を引くことによって算出した．
⑵ TP，DP，PP 濃度
　TP については，試料をペルオキソ二硫酸カリウ
ム分解法（工場排水試験法 JIS K 0102 46.3.1）で
リン化合物をリン酸イオンに分解後，モリブデン青
（アスコルビン酸還元）吸光光度法（工場排水試験
































（0.39 ～ 0.59 mg/l）よりも林内雨（0.60 ～ 0.67 






mg/l），河床間隙水（0.23 ～ 0.31 mg/l），及び河
川水（0.20 mg/l）は低かった．
　PN 濃度については（図 2b），降水（0.04 mg/l；
積雪表面の雪を除く）と比較して，林内雨（0.47




～ 1.64 mg/l）で顕著に高く，河川水（0.27 mg/l）
で低かった．積雪表面の雪の PN と TN 濃度につい
ては（図 2b,c），降雨と較べて高い傾向にあった．
　DP 濃度については（図 2d），降水（0.003 ～ 0.004 
mg/l）よりも林内雨（0.015 ～ 0.039 mg/l）で顕
著に高かったのに対し，土壌水（0.002 mg/l），地
下水（0.001 ～ 0.002 mg/l），河床間隙水（0.001 
mg/l），及び河川水（0.002 mg/l）で低かった．
　PP 濃度については（図 2e），降水（0.003 mg/l；
雪を除く）と比較し，林内雨（0.046 ～ 0.085 mg/
l）は顕　著に高く，河川水（0.004 mg/l）は同程
度であった．
　TP 濃度についても同様に（図 2f），降水（0.007 
mg/l；雪を除く）と比較して，林内雨（0.061 ～ 0.128 
mg/l）は顕著に高く，河川水（0.006 mg/l）は同
程度であった．積雪表面の雪の PP と TP 濃度につ
いては（図 2e，f），降雨と較べて高い傾向にあった．
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